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バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
に
係
る

固
定
資
産
税
の
減
額
制
度

　

平
成
19
年
１
月
１
日
以
前
か
ら

所
在
す
る
住
宅
（
賃
貸
住
宅
を
除

く
）
に
つ
い
て
、
平
成
25
年
３
月

31
日
ま
で
に
屋
内
の
手
す
り
の
設

置
や
段
差
の
解
消
な
ど
の
バ
リ
ア

フ
リ
ー
改
修
（
改
修
に
係
る
自
己

負
担
費
用
が
30
万
円
以
上
の
も
の
）

を
行
っ
た
場
合
、
改
修
工
事
が
完

了
し
た
翌
年
度
に
限
り
、
床
面
積

100
㎡
ま
で
の
部
分
の
固
定
資
産
税

額
が
３
分
の
１
減
額
さ
れ
ま
す
。

減
額
を
受
け
る
に
は
、
改
修
工
事

が
完
了
し
た
日
か
ら
３
か
月
以
内

に
必
要
書
類
を
持
っ
て
申
告
し
て

い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
、

改
修
工
事
を
さ
れ
た
方
は
、
固
定

資
産
税
課
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
こ
の
制
度
の
適
用
を
受

け
る
た
め
に
は
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー

改
修
を
行
っ
た
家
屋
に
、
①
65
歳

以
上
の
方
、
②
介
護
保
険
法
の
要

介
護
認
定
又
は
要
支
援
認
定
を
受

け
た
方
、
③
障
害
者
で
あ
る
方
の

い
ず
れ
か
が
居
住
し
て
い
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

問
＝
固
定
資
産
税
課
家
屋
担
当

（
☎
441
・
５
０
８
６
、
２
階
⑭
番

窓
口
）

　

区
民
の
皆
さ
ま
に
福
祉
に
関

す
る
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く

た
め
、「
上
京
区
ふ
く
し
を
な
ん

で
も
し
っ
と
こ
講
座
」
を
３
回

に
わ
た
り
開
催
し
ま
す
。

　

第
１
回
は
、
認
知
症
を
テ
ー

マ
に
し
た
映
画
を
上
映
し
ま
す
。

　

上
映
後
に
は
、
医
師
や
認
知

症
の
人
と
家
族
の
会
か
ら
、
認

知
症
に
つ
い
て
分
り
や
す
く
説

明
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

皆
さ
ま
の
ご
参
加
、
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

映
画　
「
そ
う
か
も
し
れ
な
い
」

出
演　

雪
村
い
ず
み
、
桂
春
團

治
、
阿
藤
快　

ほ
か

あ
ら
す
じ　

　

晩
年
を
穏
や
か
に
過
ご
し
て

い
く
は
ず
だ
っ
た
夫
婦
。
と
こ

ろ
が
妻
に
認
知
症
の
症
状
が
現

れ
だ
す
。
必
死
に
病
と
向
き
合

お
う
と
す
る
夫
。
し
か
し
、
そ

の
夫
も
が
ん
で
入
院
す
る
こ
と

と
な
っ
て
し
ま
う
。
病
を
見
つ

め
な
が
ら
の
夫
婦
の
愛
と
は
…
。

※
日
本
語
字
幕
・
音
声
ガ
イ
ド

付
き

講
師　

成
本
迅
氏
（
京
都
府
立

医
科
大
学
大
学
院
講
師
・
医
師
）

進
行　

徳
廣
美
木
子
氏
（
認
知

症
の
人
と
家
族
の
会
京
都
府
支

部
副
代
表
）

日
時　

７
月
15
日
（
日
）
午
後

１
時
30
分
〜
４
時
30
分

場
所　

京
都
ア
ス
ニ
ー
４
階
ホ
ー

ル
（
丸
太
町
通
七
本
松
西
入
）

定
員　

400
名
（
先
着
順
）

参
加
費　

無
料

※
申
込
み
不
要
。
直
接
会
場
へ

お
越
し
く
だ
さ
い
。

主
催　

上
京
区
役
所
（
支
援
保

護
課
）、
上
京
区
社
会
福
祉
協
議

会問
＝
上
京
区
社
協
（
☎
432
・
９

５
３
５
、
堀
川
通
中
立
売
西
入

一
筋
下
る　

元
聚
楽
小
学
校
内
）










































































肉
や
卵
等
の
生
食
は
や
め

ま
し
ょ
う
！

　

最
近
、
肉
や
内
臓
肉
（
生
レ

バ
ー
等
）、
卵
を
生
の
ま
ま
食

べ
た
こ
と
が
原
因
と
考
え
ら
れ

る
食
中
毒
が
増
え
て
い
ま
す
。

○ 

肉
や
卵
に
食
中
毒
菌
が
付
い

て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

　

肉
に
は
腸
管
出
血
性
大
腸
菌

Ｏ
１
５
７
や
サ
ル
モ
ネ
ラ
、
カ

ン
ピ
ロ
バ
ク
タ
ー
、
卵
に
は
サ

ル
モ
ネ
ラ
な
ど
の
食
中
毒
を
起

こ
す
細
菌
が
付
い
て
い
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
食
中
毒
菌
が
体
の

中
に
入
る
と
、
腹
痛
に
な
っ
た

り
下
痢
を
起
こ
し
た
り
し
ま
す
。

○ 

子
ど
も
や
お
年
寄
り
は
特
に

危
険
で
す

　

な
ぜ
危
な
い
の
か
。

　

そ
れ
は
子
ど
も
や
お
年
寄
り

は
抵
抗
力
が
弱
い
た
め
、
食
中

毒
に
か
か
り
や
す
い
か
ら
で
す
。

特
に
乳
幼
児
は
生
肉
を
口
に
し

た
り
手
で
触
っ
た
り
し
な
い
よ

う
、
お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
が

注
意
し
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

食
中
毒
を
防
ぐ
た
め
に
は
…

・ 

生
食
用
食
肉
の
規
格
基
準
に

適
合
し
た
肉
で
あ
っ
て
も
、

一
般
的
に
食
肉
の
生
食
は
食

中
毒
の
リ
ス
ク
が
あ
る
こ
と

か
ら
、
ユ
ッ
ケ
、
肉
の
刺

身
、
生
レ
バ
ー
や
卵
を
生
の

ま
ま
食
べ
な
い
。

・ 

焼
肉
や
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
す
る

と
き
は
、
生
肉
を
扱
う
箸
と

食
べ
る
箸
を
区
別
し
ま
し
ょ
う
。

・ 

肉
や
卵
を
食
べ
る
と
き
は
中

ま
で
十
分
に
火
を
通
す
（
中

心
が
75
℃
の
状
態
で
１
分
間

の
加
熱
が
目
安
で
す
）。

・ 

作
っ
た
料
理
は
す
ぐ
に
食

べ
、
食
品
は
10
度
以
下
で
保

存
し
ま
し
ょ
う
。

・ 

帰
宅
時
、
食
事
前
、
調
理
前

等
に
は
、
石
鹸
や
消
毒
液
で

十
分
に
手
洗
い
を
し
ま
し
ょ
う
。

も
し
も
体
調
が
悪
く
な
っ
て

し
ま
っ
た
ら
…

・ 

腹
痛
、
下
痢
、
発
熱
、
嘔
吐
な

ど
の
症
状
が
現
れ
た
ら
、
す
ぐ

医
師
に
診
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

・ 

ト
イ
レ
に
行
っ
た
後
、
食
事

前
な
ど
は
し
っ
か
り
手
を
洗

い
ま
し
ょ
う
。

・ 

特
に
Ｏ
１
５
７
は
感
染
力
が

強
い
の
で
、
便
の
処
理
は
慎

重
に
行
い
、
必
ず
手
を
消
毒

し
ま
し
ょ
う
。

・ 

患
者
と
同
じ
風
呂
の
湯
を
使

う
と
感
染
の
原
因
と
な
る
こ

と
が
あ
る
の
で
気
を
付
け
ま

し
ょ
う
。

問
＝
衛
生
課
（
☎
432
・
３
２
２

１
）

暮
ら
し
の
行
政
困
り
ご
と
相
談

日
時　

７
月
10
日
（
火
）

　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

場
所　
地
域
力
推
進
室
（
広
聴
担
当
）（
１
階
①
番
窓
口
）

問
＝
京
都
行
政
評
価
事
務
所

　
　
（
☎
211
·
１
１
０
０
）

　

基
本
計
画
の
推
進
を
目
指
し
毎

年
策
定
す
る
区
の
運
営
方
針
や
重

点
取
組
等
を
、
区
民
の
皆
さ
ん
と

課
題
や
将
来
像
を
共
有
し
て
取
り

組
む
上
京
区
ま
ち
づ
く
り
円
卓
会

議
が
、
５
月
22
日
ホ
テ
ル
ル
ビ
ノ

京
都
堀
川
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
議
で
は
、
新
た
に
創
設
さ
れ

た
「
区
民
提
案
・
共
汗
型
ま
ち
づ

く
り
支
援
事
業
予
算
」
を
受
け
、

区
民
の
皆
さ
ん
の
自
発
的
で
主
体

的
な
ま
ち
づ
く
り
活
動
を
支
援
す

る
「
上
京
区
民
ま
ち
づ
く
り
活
動

支
援
事
業
」
の
審
議
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

初
め
て
の
募
集
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
福
祉
や
安
心
安
全
、
ま
ち
の

魅
力
や
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活

性
化
に
繋
が
る
事
業
な
ど
17
件
の

事
業
の
申
請
が
あ
り
、
区
民
の
皆

さ
ん
の
ま
ち
づ
く
り
へ
の
意
識
の

高
さ
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。
審
議

は
、
グ
ル
ー
プ
毎
の
議
論
の
後
、

円
卓
会
議
全
体
で
一
件
ご
と
に
事

平
成
平
成
2424
年
度
分
の
国
民
健
康

年
度
分
の
国
民
健
康

保
険
料
通
知
書
は
今
月
中
旬

保
険
料
通
知
書
は
今
月
中
旬

に
お
送
り
し
ま
す

に
お
送
り
し
ま
す

　

平
成
24
年
度
分
の
国
民
健
康
保

険
料
を
お
知
ら
せ
す
る
保
険
料
納

入
通
知
書
を
、
今
月
中
旬
に
お
送

り
し
ま
す
。

　

現
在
、
保
険
料
を
納
付
書
で
納

め
て
い
た
だ
い
て
い
る
世
帯
に

は
、
保
険
料
納
入
通
知
書
に
口
座

振
替
の
申
込
書
を
添
付
し
て
い
ま

す
。
便
利
な
口
座
振
替
を
ぜ
ひ
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

　

特
別
徴
収
（
年
金
か
ら
の
引
き

落
し
）
に
よ
る
納
付
の
方
で
、
口

座
振
替
へ
の
変
更
を
ご
希
望
の
場

合
は
、
保
険
年
金
課
へ
口
座
振
替

の
申
込
み
と
併
せ
て
納
付
方
法
の

変
更
を
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
保
険
料
の
納
付
が
困
難

な
事
情
が
あ
る
と
き
は
、
減
額
が

適
用
さ
れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の

で
、
７
月
末
ま
で
に
な
る
べ
く
早

○
平
成
24
年
度
の
市
・
府
民
税
に

つ
い
て
は
、
①
６
月
10
日
付
け
で

「
市
・
府
民
税
の
納
税
通
知
書
」

を
、
②
給
与
所
得
者
の
方
に
は
お

勤
め
先
を
通
じ
て
、「
市
・
府
民

税
特
別
徴
収
税
額
の
決
定
通
知

書
」
を
お
送
り
し
て
い
ま
す
。

○
地
方
税
法
の
改
正
に
よ
り
本
年

度
か
ら
年
少
扶
養
親
族
（
16
歳
未

満
）
に
対
す
る
扶
養
控
除
（
33
万

円
）
が
廃
止
さ
れ
、
特
定
扶
養
親

族
（
16
歳
以
上
23
歳
未
満
）
の
う

ち
、
16
歳
以
上
19
歳
未
満
の
方
に

対
す
る
扶
養
控
除
の
額
が
45
万
円

市
・
府
民
税
第
１
期
分
の

市
・
府
民
税
第
１
期
分
の

納
期
限
は
、

納
期
限
は
、   

７
月
２
日 

夏
季
特
別
生
活
相
談
及
び

特
別
生
活
資
金
貸
付

　

本
市
で
は
、疾
病
、不
測
の
事
故

な
ど
の
た
め
、
お
盆
の
時
期
に
生

活
に
困
ら
れ
る
世
帯
に
対
し
て
生

活
相
談
を
行
う
と
と
も
に
、
必
要

と
認
め
ら
れ
る
世
帯
に
夏
季
特
別

生
活
資
金
の
貸
付
け
を
行
い
ま
す
。

相
談
日
時　

７
月
９
日
（
月
）
〜

12
日
（
木
）
午
前
９
時
〜
11
時
30

分
、
午
後
１
時
〜
３
時

貸
付
日　

７
月
24
日
（
火
）

実
施
場
所　

福
祉
介
護
課
（
３
階

⑱
番
窓
口
）

貸
付
内
容

　

世
帯
員
１
人
３
万
円
を
目
安
に

１
世
帯
15
万
円
を
限
度
と
し
ま

す
。
担
保
・
保
証
人
は
不
要
で
無

利
子
。
２
年
以
内
に
原
則
均
等
月

賦
で
返
済
（
１
か
月
以
上
３
か
月

以
内
の
据
置
期
間
含
む
）。

　

Ｈ
Ｉ
Ｖ
は
血
液
、
精
液
、
膣
分

泌
液
な
ど
に
多
く
分
泌
さ
れ
ま
す

の
で
、
そ
れ
ら
の
体
液
が
粘
膜
や

傷
の
つ
い
た
皮
膚
に
触
れ
な
い
よ

う
に
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
の
一
番
多
い
感
染

経
路
で
あ
る
性
行
為
の
場
合
、
Ｈ

Ｉ
Ｖ
感
染
を
防
ぐ
た
め
に
は
必
ず

コ
ン
ド
ー
ム
を
使
用
す
る
こ
と
、

ま
た
相
手
に
使
用
し
て
も
ら
う
こ

と
が
重
要
で
す
。
オ
ー
ラ
ル
セ
ッ

ク
ス
の
場
合
も
、
口
腔
粘
膜
か
ら

感
染
の
危
険
性
が
あ
る
た
め
コ
ン

ド
ー
ム
を
使
用
す
る
こ
と
が
大
切

で
す
。

　

平
成
23
年
の
新
た
に
報
告
の

あ
っ
た
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
・
エ
イ
ズ

患
者
数
（
速
報
値
）
は
１
千
486
件

で
、
近
年
は
年
間
１
千
500
件
程
度

で
推
移
し
て
い
ま
す
。
特
に
、
診

上京のスポーツ
第58回上京区ソフトボール大会
　上京区体育振興会連合会主催による第58
回上京区ソフトボール大会が４月15日に開
催され、１部、２部合わせて17チームが参
加しました。
　好プレーが随所に見られる熱戦の結果、１部は仁和体振チーム
＝写真＝、２部は室町体振チームが優勝しました。
　１部優勝の仁和体振チームは、７月22日に開催される京都市ソ
フトボール大会に、上京区代表として出場します。

第15回上京区ペタンクチャンピオン大会
　上京区体育振興会連合会主催による第15回上京区ペタンクチャ
ンピオン大会が５月６日に開催され、26チームが参加しました。
　大会結果は以下のとおりです。
優勝　出水体振Ａチーム＝写真＝
２位　滋野体振Ｂチーム
３位　成逸体振Ｃチーム
　上位入賞チームは、11月３日に開催され
る市民スポーツフェスティバルに、上京区
代表として出場します。

「乳がん検診」のご案内
対　象　 30歳以上の女性で、平成24年１～12月に偶数

年齢になる方（昨年受診できなかった場合は、
奇数年齢の方も受診可）

日　時　７月下旬～９月上旬の午後
　　　　※検診日時等は、後日郵便でお知らせします。
場　所　上京保健センター
内　容　 視触診・乳房Ｘ線撮影（マンモグラフィ）（30

歳代は、視触診・乳房超音波撮影（エコー検
査））

費　用　1,300円（免除制度あり）
申込み　 はがき又は封書に、郵便番号・住所・氏名

（ふりがな）・生年月日・年齢・電話番号・以
前の受診の有無を記入のうえ、７月９日（月）
までにお申し込みください。

申込先　 〒604-8491　中・西ノ京左馬寮町28
京都予防医学センター乳がん検診係

問＝ 健康づくり推進課成人保健・医療担当（☎432-3221）

　お友だちと一緒に暑さに負けないからだづくりに挑戦しましょう。
　おいしく食べること、楽しく食べることは体と心の栄養につながります。
　小学生コースでは保健センターのお仕事体験もできるよ！
持ち物　 エプロン・三角巾（髪の毛を覆うもの）・子ども用お箸・子ども用上履き
申込み　６月18日（月）～７月20日（金）に電話で受付
問＝健康づくり推進課成人保健・医療担当（☎432-3221）

幼児コース 小学生コース

日　　時
７月27日（金）
午前10時30分～午後１時
受付：10時15分～

７月25日（水）
午後１時30分～３時30分
受付：１時15分～

７月31日（火）
午前10時30分～午後１時
受付：10時15分～

場　　所 保健センター２階講堂・調理室 保健センター２階講堂・調理室
対  象  者 ５～６歳児とその保護者 小学１～３年生とその保護者（原則、２回とも参加できる方）

定員（先着順） 10組 12組

内　　容 調理実習
「はじめてクッキング」

保健センターお仕事体験
「医師のおはなし」
「体験コーナー」など

調理実習
「暑さにまけないランチ」
「クイズ」

参  加  費 １人につき500円
（親子で1,000円） 無料 １人につき500円

（親子で1,000円）

業
の
目
的
や
効
果
に
つ
い
て
熱
心

な
議
論
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
平
成
25
年
度
の
上
京
区

運
営
方
針
作
成
に
向
け
、
今
後
の

円
卓
会
議
の
審
議
予
定
も
確
認
さ

れ
ま
し
た
。
７
月
の
第
２
回
円
卓

会
議
を
始
め
、
９
月
及
び
来
年
の

２
月
と
今
後
３
回
の
円
卓
会
議
の

開
催
を
予
定
し
、
４
つ
の
専
門
部

会
で
行
う
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
の

議
論
も
併
せ
て
、
上
京
区
の
個
性

を
生
か
し
た
魅
力
あ
ふ
れ
る
ま
ち

づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
の
運
営

方
針
の
策
定
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

上
京
区
ま
ち
づ
く
り
円
卓
会
議

は
公
開
と
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、

区
民
の
皆
様
を
は
じ
め
ど
な
た
で

も
傍
聴
が
で
き
ま
す
。
開
催
時
間

の
15
分
前
に
会
場
受
付
へ
お
越
し

く
だ
さ
い
。
定
員
は
10
名
で
す
。

開
催
日
時
は
市
民
し
ん
ぶ
ん
上
京

区
版
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
＝
地
域
力
推
進
室
（
企
画
担

当
）（
☎
441
・
５
０
２
９
）

く
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
そ
れ
以
降

に
な
り
ま
す
と
、
減
額
で
き
る
額

が
少
な
く
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

問
＝
保
険
年
金
課
資
格
担
当
（
☎

441
・
５
１
３
０
、
１
階
⑦
番
窓

口
）

か
ら
33
万
円
に
縮
小
さ
れ
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。

○
納
期
限
を
過
ぎ
る
と
、
延
滞
金

が
か
か
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

○
市
税
の
納
付
に
は
、
便
利
で
確

実
な
口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

問
＝

　

 

課
税
内
容
：
①
は
市
民
税
課
市

民
税
担
当
（
☎
441
・
５
０
７

２
）、
②
は
市
法
人
税
務
課

（
☎
213
・
５
２
４
６
）

　

 

納
付
相
談
：
納
税
課
（
☎
441
・

５
０
９
６
）

　

 

口
座
振
替
：
市
納
税
推
進
課

（
☎
213
・
５
４
６
６
）

上
京
区
地
域
介
護
予
防

推
進
セ
ン
タ
ー　

各
種
教
室
の
ご
案
内

○ 「
こ
ろ
ば
ん
塾
」（
運
動
器
の
機

能
向
上
プ
ロ
グ
ラ
ム
）（
全
12

回
）

① 

日
時　

７
月
４
日
〜
９
月
26
日

の
毎
週
水
曜
日
午
前
10
時
〜
11

時
15
分
（
８
月
15
日
休
み
）

　

会
場　

花
友
じ
ゅ
ら
く
だ
い

② 

日
時　

７
月
４
日
〜
９
月
26
日

の
毎
週
水
曜
日
午
後
１
時
30
分

〜
２
時
45
分

　

会
場　

小
川
自
治
会
館

内
容　

ス
ト
レ
ッ
チ
、
下
肢
筋
力

向
上
・
バ
ラ
ン
ス
能
力
向
上
・
転

倒
予
防
運
動
、
体
力
測
定
・
講
話

な
ど

定
員　

10
名
程
度
（
先
着
順
）

○ 

健
口
塾
（
口
腔
機
能
向
上
プ
ロ

グ
ラ
ム
）（
全
３
回
）

日
時　

７
月
17
日
（
火
）・
８
月

21
日
（
火
）・
９
月
18
日
（
火
）

の
午
後
２
時
〜
３
時
30
分

会
場　

高
齢
者
総
合
施
設
千
本
笹

屋
町

内
容　

お
口
の
健
康
、
誤
嚥え
ん

予
防

の
講
話
・
飲
み
込
む
力
の
チ
ェ
ッ

※
ボ
ー
ナ
ス
等
の
臨
時
収
入
が
あ

る
か
他
の
共
済
制
度
に
よ
り
貸
付

け
を
受
け
ら
れ
る
世
帯
、生
活
保

護
受
給
中
の
世
帯
、中
国
残
留
邦

人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
及
び

永
住
帰
国
後
の
自
立
の
支
援
に
関

す
る
法
律
に
よ
る
支
援
給
付
を
受

け
て
い
る
世
帯
、以
前
の
夏
季
又
は

歳
末
貸
付
の
償
還
が
完
了
し
て
い

な
い
世
帯（
相
談
の
時
点
で
償
還
率

が
80
％
以
上
で
、
貸
付
日
ま
で
に

未
償
還
額
の
全
額
返
済
を
誓
約
し

た
上
で
履
行
し
た
世
帯
を
除
く
）、

償
還
能
力
に
欠
け
る
と
認
め
ら
れ

る
世
帯
は
貸
付
け
で
き
ま
せ
ん
。

申
請
時
に
必
要
な
も
の　

健
康
保

険
証
（
世
帯
員
全
員
分
）
な
ど
の

住
所
と
家
族
構
成
を
証
明
で
き
る

も
の
と
印
鑑

問
＝
福
祉
介
護
課
福
祉
担
当
（
☎

441
・
５
１
０
２
）

断
時
に
既
に
エ
イ
ズ
を
発
症
し
て

い
る
方
が
増
加
傾
向
に
あ
り
、
早

期
発
見
の
機
会
を
逸
し
て
い
る
こ

と
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
ま

す
。上

京
保
健
セ
ン
タ
ー

で
の
Ｈ
Ｉ
Ｖ（
エ
イ
ズ
）

検
査
相
談（
予
約
不
要
）

日
時　

毎
週
火
曜
日
（
祝
日
を

除
く
）
午
後
２
時
30
分
〜
４
時

※
結
果
は
２
週
間
後
に
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

＊
性
感
染
症
検
査
（
梅
毒
、
Ｂ

型
・
Ｃ
型
肝
炎
、
ク
ラ
ミ
ジ

ア
、
淋
菌
）
も
同
時
受
診
可

問
＝
健
康
づ
く
り
推
進
課
成
人

保
健
・
医
療
担
当
（
☎
432
・
３

２
２
１
）

新
し
い
後
期
高
齢
者
医
療

新
し
い
後
期
高
齢
者
医
療

保
険
証
を
お
送
り
し
ま
す

保
険
証
を
お
送
り
し
ま
す

　

現
在
お
持
ち
の
後
期
高
齢
者
医

療
保
険
証
は
、
７
月
31
日
で
有
効

期
限
が
切
れ
る
た
め
、
新
し
い
保

険
証
を
７
月
中
に
郵
送
し
ま
す
。

　

８
月
１
日
以
降
に
新
し
い
保
険

証
を
提
示
せ
ず
に
受
診
し
た
場
合

は
、
い
っ
た
ん
医
療
機
関
等
の
窓

口
で
医
療
費
の
全
額
を
お
支
払
い

い
た
だ
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

問
＝
保
険
年
金
課
資
格
担
当
（
☎

441
・
５
１
３
０
）

上
京
区
ふ
く
し
を

 

な
ん
で
も
し
っ
と
こ
講
座
開
催
！

〜
認
知
症
の
妻
と
向
き
合
う
夫
の
夫
婦
愛
を
描
い
た
映
画
を
上
映
〜

エ
コ
ま
ち

エ
コ
ま
ち

ス
テ
ー
シ
ョ
ン

ス
テ
ー
シ
ョ
ン

だ
よ
り

だ
よ
り

　

雨
の
季
節
、
エ
コ
ま
ち
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
に
は
傘
の
捨
て
方
に
つ
い

て
の
お
問
い
合
わ
せ
が
よ
く
あ
り

ま
す
。
本
市
で
は
傘
２
本
ま
で
は

「
燃
や
す
ご
み
」
と
し
て
排
出
で

き
ま
す
。
傘
の
柄
の
部
分
が
出
て

い
て
も
回
収
し
ま
す
の
で
、
袋
が

破
れ
な
い
よ
う
に
工
夫
の
う
え
、

排
出
を
お
願
い
し
ま
す
。
そ
れ
以

上
の
本
数
（
20
本
ま
で
）
は
「
大

型
ご
み
」
と
な
り
ま
す
。

問
＝
上
京
エ
コ
ま
ち
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
（
☎
366
・
０
７
７
６
、
２
階
⑳

番
窓
口
）

ク
、
唾
液
腺
マ
ッ
サ
ー
ジ
、
顔
や

舌
の
体
操
な
ど

定
員　

10
名
程
度

＊
初
回
の
み
実
費
負
担
500
円

○ 「
食
楽
塾
」（
栄
養
改
善
プ
ロ
グ

ラ
ム
）（
全
６
回
）

日
時　

７
月
13
日
（
金
）・
８
月

10
日
（
金
）・
９
月
14
日
（
金
）・

10
月
12
日
（
金
）・
11
月
９
日

（
金
）・
12
月
14
日
（
金
）
午
前
10

時
30
分
〜
正
午

会
場　

元
待
賢
小
学
校

内
容　

食
事
バ
ラ
ン
ス
ガ
イ
ド
の

利
用
、
個
別
栄
養
相
談
、
簡
単
レ

シ
ピ
紹
介
、
調
理
実
習
、
生
活
習

慣
病
に
関
す
る
講
話
な
ど

定
員　

10
名
程
度
（
先
着
順
）

＊
調
理
実
習
時
昼
食
代
500
円
（
全

６
回
中
２
回
）

※
い
ず
れ
も
要
介
護
状
態
以
外
で

区
内
在
住
の
65
歳
以
上
の
方
が
対

象
。
要
予
約
。
参
加
費
無
料
。

申
込
先　

上
京
区
地
域
介
護
予
防

推
進
セ
ン
タ
ー
（
☎
417
・
４
７
０

７
、
小
川
通
今
出
川
下
る
西
入
東

今
町　

京
都
市
小
川
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
内
）

問
＝
支
援
保
護
課
支
援
第
二
担
当

（
☎
441
・
５
１
２
１
）

　

多
数
の
ご
応
募
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

東
堀
川
通
出
水
下
る
に
あ
る

白
壁
の
土
蔵
と
松
の
古
木
が
よ

く
似
合
う
史
跡
古
義
堂
は
、
江
戸

時
代
初
期
の
儒
学
者
、
伊
藤
仁
斎

（
一
六
二
七
―
一
七
〇
五
）
の
私

塾
の
跡
で
す
。
仁
斎
は
朱
子
学
よ

　

正
解
者
の
中
か
ら
、
抽
選
で
３

名
の
方
に
記
念
品
を
差
し
上
げ

ま
す
。

　

前
回
の
正
解
は

伊
藤
仁
斎
の
古こ

義ぎ

堂ど
うで
す
。

　

は
が
き
に
、
答
え
と
住
所
・

氏
名
・
年
齢
・
本
紙
へ
の
感
想

等
（
感
想
は
紙
面
で
掲
載
の
場

合
あ
り
）
を
ご
記
入
の

う
え
、
〒
602
―
８
５
１

１　

上
京
区
役
所
「
か

み
ぎ
ょ
う
」
係
ま
で
。

締
切
り
は
６
月
30
日

（
消
印
有
効
）。

り
古
い
古
義
学
が
儒
学
の
正
し

い
姿
で
あ
る
と
し
て
町
人
に
も

そ
の
学
問
を
広
め
ま
し
た
。
堀

川
学
派
と
し
て
四
十
年
に
わ
た

り
多
く
の
門
弟
を
育
て
、
そ
の

子
孫
に
学
問
が
受
け
つ
が
れ
ま

し
た
。
二
階
建
て
の
土
蔵
は
書

庫
で
、
仁
斎
在
世
時
の
面
影
を

伝
え
て
い
ま
す
。（
い
）

ヒント　
いちはつの花が
美しく咲きます。

ここはここは
　どこ？　どこ？

第195回

夏休夏休みみ特集特集　キッズキッズ わくわく 講座

上
京
区
ま
ち
づ
く
り
円
卓
会
議
が

 

開
催
さ
れ
ま
し
た

エ
イ
ズ
検
査
は
、

あ
な
た
に
も
必
要
で
す

〜
あ
な
た
と
あ
な
た
の
大
切
な
人
の
た
め
に
〜


